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ー
ル（
Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
）、
ベ
ル

（
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
）、
ベ
ル
タ
ー

（
Ｂ
ｅ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
）の
３
つ
の
用
具

を
使
い
、
音
楽
で
体
を
動
か
す
３

Ｂ
体
操
。髙
橋
め
ぐ
み
さ
ん（
塚
越

１
丁
目
）は
、そ
の
公
認
指
導
者
と

し
て
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

幅
広
く
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

出
産
前
は
保
育
園
で
体
操
を
教

え
て
い
た
髙
橋
さ
ん
。
再
び
運
動

に
関
わ
れ
る
仕
事
を
探
す
な
か
、

子
ど
も
と
参
加
し
た
塚
越
児
童
館

の
親
子
体
操
で
、
３
Ｂ
体
操
の
存

在
を
知
り
ま
す
。
実
際
に
体
験
し

て
み
る
と
、「
誰
も
が
」、「
無
理
な

く
」、「
気
軽
に
」行
え
る
魅
力
の
と

り
こ
に
。
８
年
前
に
資
格
を
取
得

し
、
子
育
て
を
通
じ
た
地
域
の
縁

も
生
か
し
て
活
動
を
始
め
ま
す
。

　
「
３
Ｂ
は
万
能
ツ
ー
ル
」
と
語

広
報
蕨
　
八
三
九
号
　
令
和
二
年
十
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
健康運動指導士・３Ｂ体操公認指導者

髙
たか

橋
はし

 めぐみ さん

ボ

地域の健康アップを目指して

る
髙
橋
さ
ん
。
ボ
ー
ル
回
し
や
ベ

ル
つ
か
み
、
ベ
ル
タ
ー
で
肩
を
回

す
な
ど
の
運
動
の
ほ
か
に
、
子
ど

も
の
遊
具
と
し
て
も
使
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、高
齢
者
は
、指
体
操
を

す
る
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し
め
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
バ
ッ
ク
に
流
れ
る

の
は
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
・
ミ
ク
サ
ー

な
ど
の
軽
快
な
音
楽
。
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
こ
と
で
、

心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
髙
橋
さ
ん
が
特
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
シ
ニ
ア
の
健
康

づ
く
り
で
す
。
講
座
の
冒
頭
で
は

筋
肉
な
ど
の
衰
え
を
調
べ
る
ロ
コ

モ
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
参
加
者
の

意
欲
を
高
め
ま
す
。
限
ら
れ
た
時

間
で
最
大
限
楽
し
め
る
よ
う
、
進

み
具
合
は
、
各
自
の
体
力
に
合
わ

せ
て
き
め
細
か
に
調
整
。
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
く
、
家
で
体
操
を
行
う

な
ど
運
動
の
習
慣
化
に
つ
な
が
っ

た
と
き
の
喜
び
は
格
別
で
す
。

　
「
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
て
、家

庭
が
明
る
く
な
り
、
地
域
の
子
ど

も
を
見
守
れ
る
ま
ち
に
―
」。長
年

抱
い
て
き
た
夢
を
実
現
す
る
た
め
、

現
在
、
髙
橋
さ
ん
は
、
参
加
が
少

な
い
男
性
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

考
案
中
で
す
。「
誰
も
が
」、「
無
理

な
く
」、「
気
軽
に
」。
三
拍
子
揃
っ

た
３
Ｂ
体
操
を
通
し
て
、
蕨
の
皆

さ
ん
の
健
康
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

ベルを使ってリズミカルに３Ｂ体操を行う髙橋さん

Kawanabe
yosa

i

　

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
に
出
版
さ

れ
た
影
絵
シ
リ
ー
ズ
の
１
点
で
す
。
三

味
線
や
太
鼓
に
合
わ
せ
て
浮
か
れ
踊
っ

て
い
る
の
は
、
手
に
持
っ
て
い
る
羽は

団う
ち

扇わ

や
長
い
鼻
か
ら
天て

ん

狗ぐ

の
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
本
図
は
天
狗
を
西
洋
人
に
見

立
て
た
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
日
本
で
は
、
西
洋
人
へ
の
投
石
が

禁
じ
ら
れ
る
ほ
ど
彼
ら
の
存
在
が
身
近

に
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
本
図
は
回

り
灯と

う

篭ろ
う

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
情
緒
溢あ

ふ

れ
る

デ
ザ
イ
ン
で
す
が
、
幕
末
の
庶
民
の
心

情
や
世
情
が
反
映
さ
れ
た
作
品
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─No.53─

暁斎筆
「新板かげづくし　天狗の踊り」

大判錦絵

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり

河鍋暁斎記念美術館　開催中
｢筆禍事件から150年　暁斎の風刺画」展　同時開催
特別展｢故・立原位貫制作　復刻浮世絵版画」展

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日、毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般600円　高校生・大学生500円
　　　　小・中学生300円　65歳以上500円
　　　　※�65歳以上の人は年齢の分かる物、学生は学生証

をご提示ください

詳　細＝同館（緯441・9780）

輝

いて
ます


